






































B 式を中心として堀之内式から高井東式まで連綿と続いており，杭の年代測定では堀之内 1 式から














2013 年 3 月末現在で 44 点が確認されている。傷 1 本が 30 点・傷 2 本が 9 点・傷 3 本が 4 点・傷 4
本が1点あり，傷と傷の間隔を計測できたのは14点20例である。最小間隔7.5 cm，最大間隔19.5 cm，

































である。3 点はほぼ同じ間隔だが，2 点にばらつきが出ている。273 号杭は 4 本の傷があり 3 例の計
測値（12.5 cm，7.5 cm，12.3 cm）が得られた。12.3 cm と 12.5 cm は近似しており，また直径と間
隔の相関関係の傾向に一致しているが，7.5 cm は逸脱している。242 号杭（12.3 cm，9.5 cm）につ
いても，12.3 cm は相関関係の傾向に一致するが，9.5 cm は逸脱する。基本的には細い木には狭い







できた。実験では直径 4～6 cm の幹に 15 cm 間隔で，直径 2～3 cm の枝に 5 cm・10 cm・15 cm 間
隔で傷を付けた。いずれの傷からも樹液を採取することができ，細い枝であっても採取可能である
ことも確認できた。これらの傷は，根に近い方から順番に付けたが，その終了後に樹液の出が良かっ
た幹の No.4 と No.5 の傷の間にもう一本傷を付けたところ，ほとんど樹液が出ないことが確認でき













　採取実験の検体となったウルシの木は，地面から 1.5 m までの直径が 4～6 cm 程度で出土資料の
平均的な太さと同じであり，15 cm に設定した傷の間隔も同様である。この木の幹と 3 本の枝から
採取された樹液の総量は 2.3 g だった。ただし，石器の形態の違いによる樹液の出方の比較なども
行ったため，ほとんど樹液が出なかった傷もあり，その分を勘案して最大約 3 g を 1 本のウルシの
木から 1 回で採取できる量と仮定する。
　樹液は水よりも比重が重いため，容量としてはさらに小さな数字になる。下宅部遺跡から出土し
ている漆液容器には，最大で約 1000 ml の漆が入っていた痕跡が残っている（図版 4–1）。単純に，
すべてのウルシ樹液を同様の方法で採取していたとすると，1000 ml の漆を集めるには 300 本以上





































実験を行った木は，幹の直径が 4～6 cm，枝が 2～3 cm である。この組合せは出土資料に対応させ
















工程の初期段階と思われる容器が 2 点ある。混入した夾雑物は細かいものが多いが，中には 1 cm 前





る。5 は頸部が括れる小形の深鉢で，頸部までの容量は約 500 ml であり，これくらいを保管容器の
容量の目安としておく。
　荒味漆なのか荒味漆を濾した後の生漆なのかは判然としないが，多量の漆を保管していたと考え
られる容器が図版 2–6・7 の深鉢形土器 2 点である。いずれも堀之内 1 式土器であり，下宅部遺跡の
漆液容器の中で最も古い資料である。6 は口縁部破片であり，漆が蓄えられていた量を示す漆の喫
水線の痕跡が，口唇部から 4.0 cm と 5.2 cm 下の 2 箇所にある。痕跡は水平で縮み皺が発生してい
るので，この高さまで漆が入っていて，ある程度の時間は安静な状態に置かれていたと考えられる。
全体の器高を約 20 cm，喫水線位置での復原内径を約 15 cm と想定すると，この土器の中には約
1000 ml の漆が入っていたことになる。実際の器高が低ければ推定量も減ることになるが，いずれ
にせよ 1 日で 1000 ml の漆を蓄えたのではなく，計画的に採取して注ぎ足していったものと思われ
る。また，2 本目の痕跡が 1.2 cm 下にあるので，1 回で約 110 ml を消費したことがわかる。7 は胴
部下半の資料で，同様に 1.2 cm 間隔の 2 本の喫水線がある。喫水線位置での復原内径は約 8 cm で，
容量は 200～300 ml，1 回の消費量は約 60 ml となる。ただし，喫水線よりも上にも漆が付着してお
り，元々はより多量の漆が蓄えられていたことになる。
　下宅部遺跡における本格的な漆利用は，ウルシ樹液採取の杭の年代測定でも 3725±4014CBP（堀
之内 1 式期）の測定値が最も古く，漆塗り土器も堀之内 1 式から始まっている。漆利用の初期の段




























































してしまって認識できていないためなのか，下宅部遺跡では黒色漆 B タイプは少ない（図版 5–15）。
　黒色漆 A タイプの形状を示す資料の検討は，器面が黒色で手触りが漆塗り土器のような滑らかさ
を持ちながら，肉眼やルーペでは塗膜が確認できない土器が，漆塗り土器なのか否かの判断根拠を
求めたところから始まった。塗布が明らかな黒色漆 A タイプや黒色漆 B タイプと，塗布が曖昧な黒






















































































































　下宅部遺跡からは，補修孔の資料が 55 点（未貫通 3 点），漆補修が 45 点確認されており，その内
の 10 点は補修孔と漆を併用している。また，漆補修の半数以上の 25 点が注口土器の補修に関わる
資料であり，接着による補修は突起部が 3 点，注口部の先端が 1 点と付け根が 17 点，他に胴部のヒ
ビが 1 点と剥落部の補填が 1 点，底部の剥落部の補填が 2 点あり，注口部付け根の補修だけで全体
















































　接着による補修を行っている資料は 31 点と最も多い。この内 3 点は補修孔を併用している。ま
た，21 点は注口土器の補修である。


































　剥落部分を補填して器形を復元している資料が 4 例ある。図版 12–42 は完形の注口土器の胴部が
直径 7～8 mm 剥落した部分を土混漆で充填したものである。剥落は内面まで達しておらず，穴が貫































器に蓄えられていた漆の量はおよそ数百 ml あり，多いものでは 1000 ml 近い漆の痕跡が残ってい
る。一本のウルシの木からの一日の採取量を 2～3 ml とすると，一日で 100 ml を集めるのには 30～
50 本のウルシの木を必要とする。何ら根拠はないが，この程度は保有していただろうと思いたい。

























































































（2013 年 7 月 30 日受付，2013 年 11 月 15 日審査終了）
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Based on the diverse lacquerwork-related artefacts excavated from the Shimo-yakebe site, this 
paper reproduces the lacquerwork techniques of the Jomon period.
Concerning the stakes, which are the only excavated materials of the Jomon period showing traces 
of collecting Japanese lacquer tree sap, several issues remain unanswered regarding the style of the 
cuts. To solve these issues, an experiment to collect Japanese lacquer tree sap using stoneware was 
conducted. From the results and re-examination of the excavated materials, this paper proves that the 
Jomon people cut down the Japanese lacquer trees as a form of forestry to maintain the lacquer tree 
woods, and describes that the excavated stakes demonstrate the efficient use of the cut trees.
Large numbers of containers for lacquer tree sap were excavated, and it can be assumed that they 
were used for storage, adjusting and processing, coating, or repair. From the species and conditions of 
the remaining lacquer, containers were examined to first establish to which process of the lacquerwork 
they corresponded; further analysis of each container revealed the capacity and inferred use.
For lacquered pottery, two issues were raised regarding black-lacquered pottery. The first was to 
establish the temperature used for coating, by broadly dividing the artefacts into two types according to 
the coating condition. A hypothesis was then formulated that each artefact was either high temperature 
coated or normal temperature coated. The hypothesis was examined based on observation by stereoscopic 
microscope of the coating surface and section, and the results of a high-temperature coating experiment.
The second issue concerned the nature and practice of putting lacquered pottery onto a fire. 
Examinations were carried out with a focus on three types of pottery: lacquered pottery with a dis-
tinguished adhesion of carbides; pottery with carbonized lacquer; and pottery with a lacquer coating 
subjected to some degree of light heat.
Finally, in regard to the repair of pottery lacquer, examination was conducted to establish the 
specific repair techniques by clarifying the relation of the damage condition to the repair method and 
the type of lacquer used.
Key words: Collection of Japanese lacquer tree sap, management of lacquer tree woods, containers for 
lacquer tree sap, high-temperature hardening method, repair of lacquer
Lacquerwork Techniques Found in the Shimo-yakebe Site
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杭No． 直径 間隔 伐採季節
20号 2．8 1L9
20号 2．8 12．1
240号 3．2 11．5 秋冬
273号 3．7 7．5 夏秋
273号 3．7 12．0 夏秋
273号 3．7 12．3 夏秋
242号 42 92 秋
242号 4．2 12．3 秋
104号 4．5 14．7 春
265号 5．0 16．0 晩春夏
274号 5．0 16．0 秋




275号 6．0 18．5 秋
244号 7．7 15．5 秋冬
244号 77 15．5 秋冬
330号 8．2 19．5
287号 8．6 19．0 夏秋
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旨紋
來雑物接写
4．
調査区I　G12－2741
年代測定：3225±2614CBP
　　　　　（加曽利B3式期）
保管容器（來雑物含む）
Sニ1／2
図版1
5，
調査区皿El3－1123他
保管容器（狭雑物含む）
加曽利B3式
年代測定：3210±2514CBP
　　　　　（加曽利B3式期）
．2cm
6．
調査区VIC22－1978
堀之内1式
保管容器（黒色漆）
7．
調査区皿　D8－1895堀之内1式
年代測定：3710±3514CBP（堀之内1式期）
保管容器（黒色漆）
8．
調査区VC19－1386
保管容器（黒色漆）
年代測定：3173±3314CBP
　　　　　（高井東式期・新地式系？）
S＝1／2
図版2
9．
調査区V　E18－1317
年代測定：3364±2814CBP（加曽利B2式期）
調整容器（黒色漆）
炭化物付着のまま使用
鏡
Sニ1／2
10．
調査区N　CI6－141
赤色漆液容器（ベンガラ）
　→植物混漆液容器
　　　　　　　Sニ1／2
11．
調査区ll
赤色漆液容器（水銀朱・ベンガラ）
パレット
貝種：ドブガイ
図版3
12．
調査区皿　G12－4574
年代測定：3181±3214CBP（高井東式期）
塗布用容器（赤色漆→黒色漆）
　土器内面の亀裂に赤色顔料、ロ唇部に赤色漆の断片が存確認
　葉が蓋として表面の三分の一を覆う
　　ロ唇部まで付着痕跡がある
　　葉の表面に漆付着がない
　　葉が漆の収縮に同調して波打っている
　　葉脈の分枝の状況から広葉樹の葉と同定
13．
調査区皿　F11－408（皿一104）
加曽利B2式
塗布用容器（生漆・工具痕有）
S＝1／2
図版4
黒色漆Aタイプ
14．
調査区VID9－2298
堀之内2式
クレーター状の水泡の痕跡と
細かな縮み雛が発生している
15．
調査区VIB21－465
加曽利B2式
クレーター状の水泡の痕跡が
集中し、周囲に細かな縮み鐡
が発生している
黒色漆Bタイプ
16．
調査区nD10－4013
加曽利B1式
17．調査区皿F13－490加曽利B3式
18．調査区VC19－1586
　　　　　図版5
堀之内2式
S＝1／2
表面と断面
高温塗布後：全体
断面拡大
高温塗布後：下半部
19．高温塗布実験
内面の漆痕跡
黒色漆Bタイプ
黒色漆Aタイプ
　　底部の漆痕跡
20．
調査区ll
加曽利B1式
高温塗布実験の類似資料
　　　　図版6
21．調査区皿D13－4加曽利B1式
22．
調査区皿D9－1947（皿一101）
加曽利B1式
23．調査区IC4－472（1－86）堀之内2式
Sニ1／2
24．調査区VCI8－1726　堀之内2式
炭化した漆：右側の縮み雛はほぼ正常だが，中央の青枠部分の縮み雛は炭化が進
んだため変色して亀裂が入っており，間の薄い塗膜は剥落してしまっている．
　　　　火に掛けた漆塗り土器（1）　S＝1／2
　　　　　　　　　　　図版7
26．調査区VIB23－2762
　　　27．調査区皿F11－105
内外面漆塗り（特に外面の残存が良好）
赤外分光分析用資料
25．
調査区皿 D9－2738
D9－5504
　　　　　　　29．
　　　　　　　調査区IV　CI6－393
　　　　　　　堀之内1式
火に掛けた漆塗り土器（2）S＝1／2
　　　　　　　図版8
調査区皿D10－1531加曽利B2式
②赤色漆の上に炭化物が付着
32．
調査区I　E12－1899
年代測定値：3365±3014CBP（加曽利B2式期）
漆液容器（植物混漆）
34．調査区皿　Gl3－1966加曽利B3い曽谷式
植物混漆接合。外面は砂混漆を塗り込めている。
①外面の砂混漆　　②内面の接合部：植物が確認できる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版9
31．
調査区皿
El2－1410・Fl　1－1680・
F12－3719
加曽利B2式
植物混漆接合
2～3cmの小片に割れた土
器を、植物混漆で接合・復
元したものの一部。赤色塗
彩のある内側に、漆がはみ
出ないように丁寧に接合し
ている。
33．
調査区ID6－1367
調整容器（砂混漆）
年代測定：3347±2714CBP
　　　　　（加曽利B2式期）
35．
調査区V10号弓
砂混漆の巻き付け
36．
調査区V　E19－1559
時期不明
植物混漆接合・補修孔
①接着部縦断面：補修漆が断面の全面に付着
②接合の対となる破片の断面が剥離し、補修漆に貼り付いている
③補修孔内面側の植物組織　④補修孔横断面：右側の隙間は紐が抜けた痕跡
⑤補修孔外面側：右側の隙間は紐が抜けた痕跡で，紐は斜め下に向いていた
1回目の接合
回目の接合
37．
調査区皿　E12－2148加曽利B1式
　1回目の接合：植物混漆接合
　2回目の接合：黒色漆接合
2回の接合部位の拡大
38．
調査区ll　D9－318
土混漆接合
外面は土混漆を塗り込めた後、黒色漆
と生漆を塗り重ねている
図版10
　
　
　
邨
39．
調査区皿　E9－3097
時期不明
ひび割れを補修・植物混漆・
補修孔1対・緊縛材（蔓？、
撚りがない）
①外面補修孔1：緊縛材が残る。補修孔の形に漆が残存、写真④と対応　　②外面ひび割れ：断面に漆
付着がない　　③外面補修孔2：緊縛材が残る　　④断面：内面側（写真下側）の補修孔1の形に漆が
残存　　⑤内面補修孔2：緊縛材が残る　　⑥内面緊縛材、写真上は緊縛材を塗り込めた植物混漆
40．
調査区V
C18－3236・D18－924
土混漆ヒビ塗り込め
41，．
調査区V　E19－1646（V－100）
加曽利B1式
土混漆ヒビ塗り込め
図版11
42．
調査区VI　B23－1051（VI－3）
加曽利B1式
土混漆による器面剥落部の補填
全体に漆塗膜の痕跡がある
43．
調査区皿
G13－1345他（皿一589）
加曽利B3式併行
植物混漆による底部剥
落部の復元
土器胎土
漆　圭
霧…
材
　　　土
黒色漆一
漆塑形材
44．
調査区皿　E10－193
底部欠落部補填
図版12
